
○

口

二

人

が

当

該

出

鶉

左
す

呂
こ

と

と

し

た

ｏ

合

鯉
一
撫

譲

灘

護
膿
一に
講
議

嚢
駕
蕃

。
蓋
す
書

…

誓
蛮

婁
暑
当
茎

轟

養
と
奮
薯
星
集
￥
翼
靱

祖

雫

委

相

嘗

と
い
う．一
・

要

霊
項

窒

春
、

聖

薯

々

冨

轟

二
頸“
魏
パ
雛

繁

聾

雛
晒甘

窮

萎

護

嚢
彊
語
蔓
手歓

４

前

項

切

蜴
合

に

由

い

て
、

当

固

刷

口

は

一

股

醐

切
醐

料
田

頓
〕

号

易

聾

瞳
す
婁
律

鶉

・
圭

義

婁
九

笥
七
彙

蓋
七
十
八
養

妻

七
竃

智

薯
が

９

＋
毒

別
窒

イ
薯

轟

轟

蔓

聾
呂

曙
の
霊
皇

昌
に
聾

書
れ
匿

墓
い
手

６

霧

轟

葉

撃
あ
薯

妻

竃

窒
し
て
孟

繋
切
霊
、
盗
葦
に
静

婁
雀

奪

モ

準

雛
帥
鞭
饒
帥
鯛
鯖
ゴ
宅
鞭
魏
爽
驚
ポ
雲

号

産
省
令
で

定
由

弓

切
規
定
１＝
よ
る
景
晒

イ
血
呂
二
ま
で
に

習

る
武

奮

製
萎
者
轟

竈

覇

睾

窪

婁

義

囲
婁

雀

竈
、
モ
毫
れ
イ
か．占
二
睾

墨

料
晒

轟

め
る
掴

雲
条

蓄
七
十
八
養

嘉

異

窪

督

薯
が

イ

轟
品
筍

宅
切
透
－
…
雀

望

蓬

要

婁

穫

舌

豊

聾

書

謹

琶

債
宇

智

蔓
蕎

窒

雀
琶
、
モ
れ
責

票

散

料

切
韻

は
、

次

肥

告

号

に

掲

町
る

区

分
に

応
じ
、

そ

昌

岨

崖
ｔ

に
定

由

君

鋏

れ
ぞ

血

当

曲

者

号

忙

定

曲

る

相

と

す

る
．

山

目

本

葉

同

カ

に

収
出

呂

れ

て

い

る

匡

麩

品

政

報

一

医
蜻
品

の
哩
造

に
係
る
咽
定
固

更
新

棄

西
岳

に

が
既
に

黎
迫
距

藷

重
蜴
崔
与

え
．
自
れ
て

寒

誓

竃

婁
職
く．一

一
菟
千
署
円

塞
品
一
婆
午
四
蓋

塞

衰
舘
一
童

二

嚢

聾
品
轟
造
長
石
整

豊
朝

奮
四

整
す
る
謹

琵

裏

毒
モ
竃

叢
売

毒

掴
茗

葛

姦
く
Ｊ

一．
究

孟

葛
Ｈ

案

覇

弩

書
後
罧

寝
定
す
君
塞

官

三

医
ｏ
棚
器
晒
囲
造

に
係
君

睨
定
田
亘
新

茨

号
に

期
問

肩

楽
第
＝

蕩

規
定

宝

呂
延
長
が
行

掲

け

畳

も

の

を

昧
く
．
〕

」

万
九

千

四
百

円

わ

れ

た

と

自

は
、

モ

の

晒

艮

後
面

期

問
］

壷

幅

四

君

励
留
た
窪
使
用
素

葦

宗

晶
と

過
し
て
窪
い
葛

蓉

要

窒

萎
：
号

さ

れ

て

い

昌

医
弗

品
、

■
医

蘂

部

外

品

又
は

医

嘘

柵

盟

に

規

定

す

看

口

生

弟

ｏ
⊥^

臣
崩

珀

示

す

君

国

藁

鯛

の
碧

蓑

畠

毒

轟
．

…
、
手
壱
円

睾

書

高
言

蓬
茗
墨
労
螂
杏

ｋ

奇

孟

覇
理
謁

轟
用
す
葛

葦

弩
τ

霜
示
す
轟

要

整
Ｌ
て
芸

竃

窒

は
、

一

万
三

千

五

百

肩
〕

除

く
■

囲

下
，
」
切

集

に

由

い

τ

「
既

承

帽

匿
竈

日

前
項

轟

琴

薯
に

誓

婆

平
三

秀

三
鶉
一一一

品
一
と

害
Ｊ
と

嘉

曲

奮

し
く

掌

竃

○

項
に
由
い
て
藺

み
着
え

て
埠
用
す
君
法
第

士
．
秦

鴻
一一

合
剖
台
又
は
捜
与
膣
踏
が
呉
世
君

医
萌
品

看

３

項
竃
定
窒

詔

需
に
婁
．
寡

斐
犬
票
、

勃
雰
切
署

碧

婁

賀

芸

匿

是

月

轟
八
十
三
委
一
項
窺

奮
よ
墨

蕃
え
蓋

弩

萬

婁

霞

蓋
と
し
て
星

著

３

用
さ
芸

蓄
十
三
萎

轟

岳
肇
、一一
秦
里
．
嘉

夫
豪

奮

忌
の

雫

壌

用
嚢

犀

年

三
彊

竈
て
荒

夏

署

瞳

３

窺
定
に
よ

と
写
Ｊ
に
署
・
．

蓋
し、

冒

秦
切

７

婁

碧

塞

春
う
蓋
，

叢
醐
曼
、
当
匿

奮

寝
用
嘉

童

象

畠
と
嘉
て
い

蓑
行
鳥
彊
墓
捜
出
審

芸
肇
望
看

蔓
竃
害
員

全
轟
篭
暴
害

輔
趾
饗
雛
慈

襲

鋒
刊帥

雛岬
饅

饒

誌
饒

用
吉
蓑

葵
七
十
八
秦

妻

零

蓋

雲
手

青

謁

窪

崔
彊
由
暮

裏

岳

轟

塞
は
、
前
項

薔

易

嚢

票

菖

吾
、

と
吉
れ
て

碧

塁

姦
く
・

牢

八
万
七

同

号
ヒ

定

め

る

邊

に
、

次

に

掲

げ

る

蜴
価

台

甘
担

壷

加

百
円

算

し

た

祖

と

す

る
．

割

ｏ

に

掲

げ

る

厘

頸

品
に

係
る

法

鷺

十

四

条

罰

■
刷
番

塗
ム

番
一
董

項
窺

奮
よ

婁

蟹

申
帥

亘
下
＝

婁

墨

宅

「
武

閉

需
一
と
い

３

竃

た

慕
、

当
傲
景
蘭

申

副

に

係
邑

医
鶉

品

＾
以
下

固

に

畠

い

て

「
…

案

睾

｝
品
目
一

去

う
．一
と

嘉

成
分
及

ぴ

モ

切

配
合

藺
合
、

殻
与

播

路
、

勃

槌
，

勃

貝

普

僑

豪
同
｛

弩
て
蓋

嚢
，
有

劫
成
分
晒
含

■
更
は

有
勃
成
分
以
外
切
成
分
若

し

く

臣

そ

の

含

■

が

星

担

石

医
竈

品

に

係

呂

承

一
囲
申

雲

す
重

著

墨

墓

当
眩
匿
藁
品
一

隻

ｔ
、

…
の

竈

申
帥
品
目

窪

第
十

塞

固

四
第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

躬

厘

萌

品
で

茜

る
珂

台

に
由

ｏ
て

は

モ

切

饅

造

販

疵

の

承

昭

塞

蔓

目
後

同
号

に
親

定
す
る

胴
在

期
問

一
同
萎
竺

碧

規
定

至

轟

甚
が
行

詰

た

と

き

は
、

モ

の

延
艮

邊

切
期

問
ｕ

内

忙
、

同

粂
聾

項
第
＝
号

窺

定
す
る

星

甥
伽
共
臣

が

担

示
す

る

医

藁

品
で

あ

石
均

合

に
あ

ｏ

τ

は

同

号
に

規

定

す

君

口

生

労

仙

夫

臣

が
指
一示
す

る

儲
豊
叢
轟
鶉
等

葛
合
轟

る
．

十

三

万

千

五

百

円

割

既

承
囲

匿
典

品

と

劫

熊

勒

果
、

用

法

又

暗

．

用

■

出

貝

な

邑

医

躯

品
で

由
ｏ

て
、

希

少

疾

崩

用
医
萌

聖

賀

芸

Ｑ

藺
蓉
…一
か
．５

岨

由

で
忙

掲

け
る

も
の

壱

除

く
Ｊ

三

十

一

万

凪

千
九
百
円

軸

整

智
君
肇

謹

婁

覆
申
要
し

た
者
が
、

当
曲
承
固
申
訓

１＝
係

婁

莞
品

一
以

下

固

に

圭

い

て

，
倒

切

弗

切

申
｝

品

目
』

と

い

う
Ｊ
と
有
劫
成
分

春

葛

記
合
蜆
育

捜
与

超
輿
捌
照
勤
見

誓

罵

■
が
同

毫

弩

葦

霧
状、

姦
震

葛

含
－
蕎
古
劫
成

拾
封

竈

盆
再
し
く
葦

薯

豪
鼻
奮

医
藁

品
に

郁

君

竃

固

申

｝

を

す

る

ｏ

合

に
増

け

る

当

敏

雇
弗

品
．

た
だ

し
、

倒

面

先

晒

申

冊

品

目
崩

硅

毘

十

四

条

田

四

境
一

項

甥
一

箏

に
規

定

す

お

斬

匡
崇

品
で

由

る
珊

合

に

茜

ｏ

て

肚

モ

伽

副
迫
亟
亮

票

固

塞

麦

日
後
同

蔓

規
定

す
る

，

査

珊
問

＾
同

鼻

寛

＝

項

切

規

症

に

よ

呂

延

岳

が

行

わ
れ

た
と

昔

は
、

モ

晒

硅

岳

棲

Φ

期

問
Ｕ

内

に
，

同

果

館

一

項

龍

＝

号

に
親

定
す

君

墨
労
ｏ
犬
国
が
担

李

農
郎

宅

婁

坦

葦

弩

舌
同
量
規
定
童

屋
労
個
夫

臣

が
指

示
す

呂

期

問

内

に

当

噛

君

閲
申

酬

在

す

昌

邊
合

１＝

腫
る
．

九

万
苗

円

割

既

承

嗣

厘

薬

品
と

期

能
、

勤

果
，

用

法

艮

旧

｛

届

量

が

異

な

君

希

少

疾

摘

用

睡

藁

品

＾
…
，

幅

蓉

嬰
昌
望

歪

揖
老

語

礒
く
Ｊ

三

十

一

万

四

千

九

菅

円

剖

副

に

掴
げ

る

唾

蘂

品

に

蹄

る

承

昭
申

嗣

崔

し

－
た
副
、

儂

轟
申
聾

雲

轟

品
一以

下
倒

墨

い

：

垣

先
切
申
誼
品
垣

告

う
．
〕
と

有

勤

崩

分
政

む

モ

切
配

台

割

台
■

投
与

縄

降

勤

能
、
効

県
並
む

に
用
量
が

同
一
で

弩

て

そ
め

弼

状
、

宥

勃

崩

分

田

含

量

又

は

有

勃

成

扮
以

詰

威

蕃
し
く
は
モ

署
丘
が
異

芸

医

塾

品
に

係

君

承

認

申

醐

崔

す

る

蜴

合

に

由

け

，
垂

選

琶
。、
菱

し
，

留

蓋

露

品

目
舶

落

謝

秀

四
窒

嚢
一。．
号

罵

定

す

る

新

医

弗

品

モ

畠

石

蜴

合
に

あ

っ

て

は

モ

の

製
追
販
弗

婁

調

婁

麦

日
後
同
号
に
規
定

す

君

覗
査

期

間

＾
同

棊

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

延

長

が

行

わ

れ

た

と

宕

は
、

モ

田

延

艮

後
皿

期

問
〕

内

に
，

同

粂

第
一

現

朗

二

号

に

蜆

定

す

る

月
生
労
異

票

雲

茗
唾
藁
品
毒

竈

合
に
あ
コ
て

は
祠
号

に
規
定
す
君

厚
生
労
側
大

臣

が
指
示
す

る
期
間
内
に
当

岐
承

盟
申
開
岳
す

る

場

合

に

限

呂
．

九

方

百

円

刊

医

鶉

用

医

境

品
て

あ

「

て
、

而

少

疾

病

用

医

－
藁
品

芸

い
も
㊧

莇

恋

昌

ま
て

琶

阯
か

ら
嬰

歪
掲
げ
竃

窪
隙
５

＝
究

千
一
一
首

円

副

刊

に

掴

げ

る

医

擁

品

に

係

る

承

圃

申

醐

崔

し

｛

た
剖

が
■

当
眩
童
囲
申
甜
に
係

る
医
塑
品
と
有

効

成

分

及

ぴ

モ

切

配

合

割

合
．

投

与

艦

路
、

勤

能
、

劫

果

曲

ぴ

に

用

量

が

同

一

で

あ

コ

て

モ

の

雅
状
ゴ

有
勤
成
分
の
含
量

又
は
有
劫
成

分
以
外

の

成

分

若

し

く

咀

そ
の

含

量

那

男
鉋

若

医

躯

品

榛
る
粛
醐
申
刷

芋

る
菱
邑
由
け

套

骸

屋
蝶
品

＝
万
九
千
二

百
円

副

…

か

呂

軸

ま

で
、

ｍ
、

倒

及

ぴ

㎝

か
．占
岨

ま

－

で

に

掲

け

る

医

艶

品

以

外

切

医

藁

品

で

あ

っ

て
・

蓼

摸
痂
用
医
藁

宅

奮

蓄

；

九
千
三

百
円

㎝

留

曽

農
撞

震
係
婁

縄
申
欄
を
し

た

者

瑚

当
噛
武
嗣
申
冊
に

係
る

医
藁
品
と
右

勃

成

分

及

む

モ

皿

配

合

割
＾
『

投

与

幡

踏
■

勃

熊

勃
果

普

罵

且
が
同
一
で

弩

て

毒

雅

拭
■
■
有

勤

成

分

価

含

担

貝

は

有

勤

成

分

以

外

農
分
若
し
く
は
そ
署

黒

窪

婁
藁
品

に

要

承
咽
申
請
崔
す
る
坦
合

墨

墓

当
骸

医
弗
品

一
万
九
千
三
百

円
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㎝

同

時

に

拒

披

の
項

目

に

係

る

撞

査

が

司

能

右

も

の

と

し

て

口

生

労

饒
省

令

で

定

苗

る

体

外

瞠

断
用

医
萢
品

一
一
万
匝

千
百
円

ω

法
錆
十
匝

棄
第
二

項
第
三

号

＾
睦

第
十
九
集

切

＝

覧

五

項

に

由

い

て

串

用

す

畳

朽

合

吉

含

む
Ｊ

の

善

充

に

係
る

Ｏ

｝

が

定

曲

ら

れ

て

い

る

体

外
誰
断
用

匿
饒
品

⑮

㎝
及
ぴ
岨
に

掲
け

看

も

田

崔

隙

く
Ｊ

＝

万

四

千

百

円

岨

体
外
膿
断
用
医
鶉
品

＾
ω
、

喝
一
山
及
ぴ
鵬

忙

掲

げ

筍

も

の

荏

除

く
Ｊ

五

万

千

百

円

…

専

昌

蜆

噛

晒

た

め

忙

使

月

さ

血

る

こ
と

が

目

的

と

吉

れ

τ
い

る

医

蘂

品

で

あ

ｏ

て
、

目
本

弗

局

カ

忙

収

喧
昌

れ

て

い

る

屡

藍

品

展

ぴ

既

臣

型

適

販

売

の

君

固

崔

与

え

昌

れ

て

い

る

匡

藁

品

＾
法
鏑

十

西

集

田

国

第

一

項

第

一

号

ヒ

規

定

す

る

新

医
雅

品

で

あ

ｏ

て

モ

切
型

追

蕨

売

的

眉

蜴

切

あ

ｏ

た

日

僅

同

号

に

規

定

す

る

瓜

査

期

問

＾
同

集

第

＝

項
の

規

定
忙

よ

る

虹

長

が

行

お

れ

た

と

き

は
、

モ

切

延

品

後

の

期

咄
〕

崔

蛙

把
し

て

い

克
い

も

の

政

ぴ

怯

第

八

十

三

集

第

一

項

価

規

定

に

よ

ｏ

腕

晶

春

え

て

遺

用
吉

れ

る
法

第

十

四

魚

固

四

第
一

項
曲
…一
一
号

に

規

定

す

る
賞

林

水

富

犬

臣

が

指

示
す

君

匿

藁

品

で

畠

ｏ
て

法

踊
八

十

三

条

第

一

項

固

規

定
忙

よ

ｏ

舳

み

辞

え

て
道

用

さ

れ

る

桂

蜻

十

四
集

の

西

第

一

項

第

＝

号

忙

規

定
す
る

＾
林
水
苗
大
臣

が
指

示
す
有
期
”
由

掘

過

し

て

い

な

い

も

の

由

隙

く

Ｊ

と

有
劫

成

分

又

は

投

与

撞

路

が

臭

な

看

霞

藁

品
．

た

だ

し
，

専

ら

疾

荊

切

誰

断

ヒ

使

用

昔

荊

る

こ

と

が

目
的

と

さ

れ

て

い

る

医

鶉

品

晒

う

ち
，

蜆

噛

切

箏

体

に

口

抽

使

用

菖

れ

る
｝
」
と

の
な

い

も

切

及

ぴ

莇

物

の

皮

＾
に

棺

ｏ

付

け

昌

れ

る

も

④

崔
除

く
・

五
十
六

万
四

千
五
官
円

冒

子
杣
軸
処

理
組

撤

崔

使

月

す

る

ｏ

合

に

あ

ｏ

て

時
、

五

十

六

万

四
千
四

百

坦

岨

阜
昌

莇
噛

の
た
弛
に
使

用
さ

れ

葦
』
と
加
目

的

と

さ

れ

て

い

呂

医

藁

品

＾
㎝

に

掲
げ

巷

も

の

吉
昧
く
Ｊ

四

万
九

千
五
百
円

＾
竈
手
仙
据
剋

埋
紬

舳

崔

使

用

す

る

坦

合

に

あ

ｏ

て

は
、

四

万

九
千
三

百
円
〕

雷

藁

部

外

品
に

コ

い

て

の

承

眈

一

…
又

は

倒
に

拒

げ

君

医

藁

部

外

品

の

区

分

に

応

じ
、

そ

れ

ぜ

れ

…

又
肚

倒
に
定
由
昌
邊

血

医
弗
部
外

品

＾
㈱
に
掲
げ
昌

も
切
崔

隙
く
Ｊ

＝
万

円

一
一

倒

卓

呂

眈

噛
切

た
喧

１＝

使

用

吉

れ

…
』
と

が

目

的

と

さ

血

て
い

る

厘

崇

部
外

品

二

万

六

千
三

百

円

高
■

子

＾

軸

虹

理

組

軸

崔

使

用
す

る
ｏ

台

に

あ

ｏ

て

ほ
、

一
一
万
六

千

百

円
－

ハ

化

粧

品

ヒ

つ

い

て

切

眉

閉

一
一
万

円

二

厘

轟

器
忙

コ
い
て
晒

眉
唖

ω
か
ら
㈲
由
で

１＝

掲
げ

る

医
Ｏ

曲

邊
の

区

分

に

応

じ
．

モ

帥
ぞ

血

…

か
ら

㈲

ま
で

１＝

定

め

君

邊

仙

法
珀
十
四
集
拮
三
項
切
口
生

労
ｎ
省
令
π
定

め
る
医

蚕

畠

十
万
七
手
五

百
円

倒

法
第
十
四
巣

第
一
一
項
拍
三
号

＾
桂
第
十
九
東

切

二

鶉

五

田

に

由

い

て

胡

用
す

る

わ

合

崔

含

む
．
）
晒

聾
古

に

偏

君

＾

串

〃

定

め

ら

れ

て
い

る

医

蓄

器

ｏ
、

剛
及
ぴ
㈲
忙
邊
げ

る
も
④
崔

除

く

Ｊ

三

万

五

干

三

百

目

倒

医
疵
抽
器

Ｑ

働
、

倒

及
ぴ
旧
に

掲
け
も

も

切

由

除

く
。
）

三

万
五

手
一一一
百

円

倒

ウ

筍

ｏ
勒

の

た
由

ヒ

使

用

芭

れ

る
一」
と

耕

目

的

と

昔

血

て

い

看

国

轟

聖

で

畠

「

て
、

既

忙

理

造

販
亮

の

思

睨

崔

与

え
ら

れ

て
い

る

医
疽

棚

器

＾
法

鏑

十

四

条

切

四

鏑
一

巧
第

一

号
忙

親

定

す

昌

廟

厘

荘

欄

盟
で

あ
ｏ

て

モ

固

理

追

販

売

切

承

咀

の

あ

ｏ

た

目
櫨

同
号

に

規

走

す

る

靱
査

期

問

＾
周
集

鏑

＝
項

切

規

定

に

上

る

延

岳

加
行

わ

れ

た

と

き

は
，

モ

切

延

長

笹

の
期

凹

崔
揺

邊

し

て

い

な

い

も

の

及

ぴ
』
濫
珊
八
十

三

条
第

一

項

切

規

定

忙

よ

ｏ

饒

み

智
え

て

茄

用
昔

れ

君

法

篇

十
四
集
晒
四
甜
一
項

第
二
号
忙
規
定
す
着
畠
林

水

産
⊥
＾
臣
が

指

示
す

昌

医

鐵

櫨

盟

で

畠

コ
て

詰

第

八

十
一一
藁

寛

一

項

切

規
定

忙
上

り

睨
み

巷

え

て

血

用

昔

れ

后

法

籔

十

四
集

切
四

鈍

一

咀

錨

二

号
に

規

定

す

昌

口
林

ホ
盲
⊥
＾
臣
が

指

示

す

る

期

刷

崔

幅

田

し

τ

い

な

い

も

の

店

除

く
一
）
と

杣

迫
．

使

用
方

法
、

効

舳
、

勤

県

又

は
性

舶

帥

明

一
５
か

に

邊

な

召

も

碗

五

十

万

千

三

百
円

＾
■

子

仙

報

畑

理

組

頸

崔

使

用

す
る

珊

合

に

あ

ｏ

τ

肚
，

五

十

万

千

百

坦

．

倒

＾

ら
舳

物

切
た

畠

に
使

用
さ

れ

石

＝
と

が

目

的
と
さ
抗

て
い
暑
匿

濠

窮

⑭

に
把
げ

る
も

の

吉

跣

く
Ｊ

四

万

九

千

五

百

円

｛
■
手

仙

朝

処

理

組

饒

圭

使

用

す

る
判

合

１＝

畠

ｏ

て

は
、

四

万
九
千
三

百
円
－

桂

蜻

十

囮

粂

第

九

項

＾
法

第

十

九
集

面
一
一
第

五

項

に

増

い

て

竈

用

す

看

瑚

合

崔
含

む
Ｊ

晒

規

定

ヒ

よ

暑

承

囲

イ

か

昌

二

虫

で

に
担

げ

る
意

盟

の

区

分

に

応

じ
、

モ

加

ぞ

れ

イ
か

昌

二
ま

で

に

走

め

君

葭

イ

国

崇

品

に

つ

い

て

晒

思

哩

…

か

昌

囲

ま

で
に

把

げ

君

厘

鶉

品

晒

区

分
ヒ

忘

じ
，

モ
打

ぞ

加

ω
が

ら

固

宮

で
に

定
出

る

祖

…

前
号
イ
…
に
担
研
着
屋
珀
品
で
畠

毛
、

希

少

痕

鴉

月

医
射

品

で

竜

い

も

切

＾
勉

暗
｝

劫

呆
、

用

桂

又

は

用

‘

切

変

１

１＝

つ

い

て

眉

眈

田

甜

急

と

吉

れ

昌

も

切

忙

胆

昌
Ｊ

一一一
十
一

万

四

千

九

百
円

倒

前
号

イ

倒
に

担

呼

君

匪
藁

品

で
あ

コ

で
、

帝

少
疫

塙

用
医

珀

品
で

な

い

も

の

＾
勃

能
、
劫

果
、

用
怯

又

ほ

用

‘

切

変

亘

ヒ

コ

い

て

承

黎

の

瑚
崇

と

さ

れ

君

も

晒

忙

眼
昌
．
－

九

万

百

円

倒

前

号

イ

…

及
ぴ

倒
忙

掲

庁
る

睡
蛇

品

で
由

コ

て
、

希

少
疾

姻

用

医
萢

品
で

な

い

も

切

＾
ω

及

ぴ

吻

ヒ

掲

げ

る

も

切

を

除

く
Ｊ

一

万

六

辛

七

百
円

倒

前

号

イ

…
に

掲

甘
る

厘

黎

品

で

畠
ｏ

て
，

希

少

疾

痢

用

唾
難

品
て

畠

苫
も

の

｛
劫

能
、
瑚

県
，

用

抽
又

は

用
■

切

蛮

更

に

つ

い

て

斌

眈

切

対

豪

と

吉

れ

君

も

の

ヒ

田

る
Ｊ

三

十

一

万

四

千

九

百
円

㈲
．

聾

イ

僅

掲
け

農

蓋

麦

ぞ
・

刷

少

疾
痛

用

医
硝

品
で

あ

君

も

切

＾
効

帖
、
勘

某
、

用

抽
又

は

用
■

の

変

豆

に

つ

い

て

承

睨

の

却

豪

と

吉

れ

有

も

の

ヒ

嘔

君
Ｊ

九

万

百

円

倒

前
号
イ
ω
及
胡
倒
に
掲
げ
る
医
蜻

品
で
あ

ｏ

て
，

希

少
摸

塙

用

匿

蘂

品
て

畠
る

も

甲

藺

及

ぴ

㈲

ヒ
把

げ

昌
も

切

崔
隙

く
，〕

一

万
六

千

七

－
百
円舳

号

イ

倒

に

掴
げ

昌

医

萢

品

＾
勃

能
■
効

呆
，

用

法

又

ほ

用

■

切
変

更
に

コ

い

τ

粛

哩
の

対

虫

と
さ

れ

君
も

切
忙

限

昌

〕

一一一
十

→

万
四
」
干

九

百
円前

唱

イ

軸

ヒ

掴

げ

昌

匿

軸

品

＾
勤

峠

劫

県
，

月

法

又

は

月

■

ｏ

変

１

に

つ

い

て

承

咽

切
対

自

と

吉

れ

君
も

の
忙

限

昌
．
〕

九

万
百

月

前

弓
イ
固

及
ぴ
固
ー二
掲
け
る
匪
蜷
品

＾
…
〃

ぴ

倒

ヒ

掲

研

畳

も

の

壱

隙

く
．
〕

一

万
穴

千

七

百
円前

号

イ

㈲
ヒ

掴

げ

君

医
鶉

品

＾
勃

能
・
劫

果
，

用
怯

又
は

用

二

の

変

頁

忙

つ

い

て

意

盟

の

対

皇

と

さ

抗

る

も

切

に

眼

る
．
〕

一一一
十

一

万

四

千

九

百
円

…

前

号

イ

㈹

に

掲

げ

る

医
亜

品

＾
批

能
，

劫

果
，

用

睦

工

ほ

用

坦

の

変

更

に

つ

い

て

頑

調

碗

蛸

壊

と

さ

加

る

も

切

忙

限

昔
Ｊ

九

万

百

円

岨

前
号
イ
㈲

及
ぴ
倒
吃

相
け

巷
国
躯

品

＾
冊
及

ぴ

叩

旧

掴
げ

暑

も

切

崔
暁

く

Ｊ

一

万

六

千

七

百
円

岨

前

号

イ
冊

に

掴

げ

る

厘

藁

品

＾
瑚

能
，

鋤

果
，

用

法

又

胆

用

邊

の

変

更

忙

つ

い

て

承

踊

的

対

壊

と

古

れ

る

も

晒

ヒ

隔

る
．
〕

三

十

一

万

四

千

九

百
円

ω

前

号

イ

倒

に

掲

け

る

厘

講

品

＾
劫

能
，
勘

果
Ｈ

用

畦

貝

は

用
量

の

変

更

に

コ

い

て

承

蝿

晒

剥

虫

と

さ

れ

る

も

の

に

限

る
Ｊ

九

万

百

円

岨

前
号
イ
例
及
ぴ
固
に

掴
け
る
唾
藁

晶

＾
岨
及

ぴ

帥
ヒ

掴

げ

る

も

晒

崔

暁

く
Ｊ

一

万

六

千

七

百

円

㈹

帥

号

イ

側
に

掲

げ

有

厘

弗

品

＾
劫

能
、
劫

果
，

用

法

又

肚

用
坦

切

蛮

更
に

つ

い

て

裁

醒

の

刮

魚

と

吉

れ

昌

も

の

に

眠

る

Ｊ

三

十

一

万

四

千

九

百

円

岬

前

号

イ

㎝
１＝
掘

げ

看

囲

鞘

品

｛
勤

能
、

劫

県
，

用

監
－
又
唐

用
量

切

変

更

に

つ

い

て

承

盟

の

対

虫

と

吉

れ

る

も

の

忙

限

る
Ｊ

九

万

百

円
．

岨

前
号
イ
倒
及
ぴ
ω
に
掴

け
る
睡

燕
品

＾
岨
及

ぴ

帥
に

掲

げ

る

も

の

崔

陳

く
Ｊ

一

万
六

千

七

百

円

ω

前
号
イ
…
に
謁
げ

｛
体
外
静
断

用
医
藁

品

一
万
九
千
五
百
円

帥

前
号
イ
岨
に
掲
げ
召
体

外
静
断

用
医
弗
品

一
万
九

千
五
百
円

㎜

前
号

イ
蝸
忙

掲
げ
る
体
外
瞳

断
用
医
弗
品

三
万
五

干
三
百

円

勘

専
甘
酌
物
め

た
出
に

使
用
吉
れ
る
｝］
凸

洲
目

的

と

さ

れ

て

い

る

医

藁

品

一
一
万

二

千

八

百

円

＾
国

子

伯

軸

処

理

紺

撒

圭

使

用

す

る

堀

合

忙

あ

コ

て

肚
，

二

万
一
一
千

六

百

円
〕

」

医
曲
部
外
品
に

つ
い
て

の
屈
偲

ω
又

は
藺
ヒ

掴

け

る

医

藁

部

外

品

切

区

分

に
応

じ
、

モ

打

ぞ

れ

…

又
借
倒

に
定
出

サ
韻

…

唾
亜
部
外
品

衝

忙

掘
げ
る
屯
切

崔
除
く
Ｊ

一
万
五
千
＾

百
円

岨

専
呂

助

物

晒

た

曲

１こ

使

用
吉

れ

る

こ

と

加

目

的

と

吉

血

て

い

る

厘

弗

部

外

品
一

一

万

＝

千
六

百
円

＾
邊
子
情

報
処
顯
紬
雌
崔

使
用
す

る
均
省

に

由

ｏ

て

は
、

一

万

二

干

四

百

円
〕


